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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成24年8月2日(2012.8.2)

【公表番号】特表2012-502256(P2012-502256A)
【公表日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-004
【出願番号】特願2011-526239(P2011-526239)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｄ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｄ  11/00    １０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月18日(2012.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　断熱本体（３０）は、その底面（３６）から幅ｈbだけ伸長する下部（３４）を備える
。下部（３４）の長さＬ1は、断熱本体（３０）の長さＬLよりも短く、その幅Ｗ1は、断
熱本体（３０）の幅ＷLよりも短くなっており、この下部（３４）の縁部（３８）は、断
熱本体（３０）の底面縁部（４０）から内側に凹むように形成されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　断熱本体（６０）は、さらに、その底面（６６）から幅ｈbだけ伸長する下部（６４）
を備える。この下部（６４）の長さはＬ3であり、断熱本体（６０）の長さＬSよりも短く
なっており、また、その幅はＷ3であり、断熱本体（６０）の幅ＷSよりも短くなっている
。このため、この下部（６４）の縁部（６８）は、断熱本体（６０）の底面縁部（７０）
から内側に凹んで形成されている。第２のクーラーボックス（１６）の断熱本体（６０）
は、運搬用の回転式のハンドル（７１）をさらに備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　断熱蓋（６２）の上面（７８）は、高さｈe、厚さｔの隆起縁部（８０）を備える。こ
の上面（７８）は、内側の長さＬ4、内側の幅Ｗ4を備えている。蓋の（６２）の隆起縁部
（８０）と上面の間には、曲面（８２）が伸長している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２５】
　蓋（６２）の隆起縁部（８０）は、断熱本体（６０）の下部（６４）が、この隆起縁部
（８０）内にぴったりと嵌めることができるように形成されている。このように、蓋（６
２）の上面（７８）の内側の長さＬ4は、断熱本体（６０）の下部（６４）の長さＬ3より
もわずかに大きくなっている。同様に、蓋（６２）の上面（７８）の内側の幅Ｗ4は、断
熱本体（６０）の下部（６４）の幅Ｗ3よりもわずかに大きくなっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　図１および図２４に示すように、１対の第２のクーラーボックス（１６、１８）を、第
１のクーラーボックス（１４）の上に積み重ねることができる。第１のクーラーボックス
（１４）の上に第２のクーラーボックス（１６、１８）を積み重ねる場合に、第２のクー
ラーボックス（１６、１８）は、第１のクーラーボックス（１４）の蓋（３２）の長さ方
向に沿って、横に並べて載置される。すなわち、第１のクーラーボックス（１４）の蓋（
３２）の上面（４８）の内側の幅Ｗ2は、第２のクーラーボックス（１６、１８）の断熱
本体（６０）の下部（６４）の長さＬ3よりもわずかに大きくなっている。第１のクーラ
ーボックスの蓋（３２）の上面（４８）の内側の長さＬ2は、第２のクーラーボックス（
１６、１８）の断熱本体（６０）の下部（６４）の幅Ｗ3の２倍よりも大きくなっている
。このようにして、２つの第２のクーラーボックス（１６、１８）を、第１のクーラーボ
ックス（１４）の蓋（３２）の長さ方向に沿って横向きに並べて配置することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図１３および図１４に、外側シェル（３０ａ）と、この外側シェル（３０ａ）に内嵌め
される断熱ライナ（３０ｂ）とを備える、好ましい態様の断熱本体（３０）を示す。また
、断熱本体（３０）は、外側シェル（３０ａ）と一体的に形成されたハンドル（３０ｃ）
を備えていることが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　１０　クーラーボックスの積み重ね
　１２　１番目のクーラーボックス（第１のクーラーボックス）
　１４　２番目のクーラーボックス（第１のクーラーボックス）
　１６　３番目のクーラーボックス（第２のクーラーボックス）
　１８　４番目のクーラーボックス（第２のクーラーボックス）
　２０　５番目のクーラーボックス（第２のクーラーボックス）
　２２　６番目のクーラーボックス（第２のクーラーボックス）
　３０　断熱本体
　　３０ａ　外側シェル
　　３０ｂ　断熱ライナ
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　　３０ｃ　ハンドル
３２　断熱蓋
　３４　断熱本体の下部
　３６　断熱本体の底面
　３８　断熱本体の下部の縁部
　４０　断熱本体の底面の縁部
　４２　開口上端
　４４　断熱蓋の下部
　４６　断熱蓋の底面
　４８　断熱蓋の上面
　５０　断熱蓋の隆起縁部
　５２　断熱蓋の曲面部
　５４　脚部
　６０　断熱本体
　６２　断熱蓋
　６４　断熱本体の下部
　６６　断熱本体の底面
　６８　断熱本体の下部の縁部
　７０　断熱本体の底面の縁部
　７１　回転式ハンドル
　７２　開口上端
　７４　断熱蓋の下部
　７６　断熱蓋の底面
　７８　断熱蓋の上面
　８０　断熱蓋の隆起縁部
　８２　断熱蓋の曲面
　８４　脚部
　１００　カート
　１０４　リップ部
　１０６　車輪
　１０８　ピボット車輪
　１１０　カートハンドル
　１１２　ハンドルマウント
　１１４　カート部品
　１１６　カート部品
　１１８　中央バー
　１２０　ラッチ
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